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Abstract: This paper deals with Leper Confessions (1923) by the Sanitary Bureau of the 
Home Department of the Imperial Japanese government. Historical Survey of the related 
laws, regulations and researches clarifies Leper Confessions has a polemical point concerning 
‘isolation policy’ or ‘free medical treatment areas’. Content Analysis of 106 leper confessions 
leads to discover the fact that they had freedom to express a spectrum of opinions and feelings: 
death ideation, hardships of life, institutionalization life improvements, self-government, 
relieved feeling. This expression of freedom is contrary to the grotesque castration, abortion, 
captivity derived from isolation policy.
















































































































































































































































　光田健輔のこうした発言内容は、1907 年（明治 40 年）の法律第十一号「癩予防に関する件」
のフェイズでは、「自由療養地」が既にあった中で「自由療養地」ベクトルをもつ私立療養所
を含めたハンセン病患者の療養のあり方も考え得たが、1916 年（大正 5年）の患者収容を推し

















Will you, if possible, make it plain for me that I suggest segregation of sex at present- only in having 
different and quite separate asylums for men and women. It will be an object lesson for the nation and 















り、それらの地方を除くと、他は 3％台以下である。全国の患者総数は「合計 16,261 人」であ







府縣立療養所 919 331 1250
公私立病院 126 63 189
自宅 10578 4176 14754
其他 46 21 67
11669 4591 16260
「一家中ニ於ケル同病患者」については、次のように記載されている。
「一家族中ニ於テ癩患者一人ナルハ 15,164 人ニシテ患者總數ノ 95.08％ヲ占メ亞デ二人ナルハ
307 組延人員 614 人ニシテ患者總數ノ 3.78％ヲ占メ亞デ三人ナルハ 50 組延人員 150 人ニシテ
0.92％ヲ占メ亞デ四人ナルハ九組延人員 36 人ニシテ 0.22％ヲ占ムルモノト之レヲ要スルニ同病









































































































1 4 女 二十八年 28 306
私達には嵐のみで快晴をみることなく、悲哀のみで歡
樂に逢ふこともない。



































8 4 男 明治十九年五月 35 45
（前略）持つて生れたる病氣不幸な者とあきらめて居り
ます。
















12 4 なし 三十五年 35 19
（前略）一つの大きな自由の癩村を設置して頂き、最善の
方法を講じられん事を常に理想としているのであります。













































20 4 男 四十七年 47 15
私は將來今少し自由な癩村とでも云ふ様な一定區域で出來
得るだけの仕事をして置て貰ひたへものです。（傍点付き）











23 4 男 三十八年 38 32
（前略）斯くて活ける屍なる私は、此の島に誰識らずの
間に土となつて終ふのであらふ。





25 4 男 二十七年 27 23
（前略）哀れ力弱き少女は、天にも地にも賴る邊なき孤
獨の身となりぬ。






27 4 男 三十一年 31 65 今はひたすら聖代の有難さを感謝して居ります。
28 4 男 五十四年 54 88（前略）實に皇恩の有難さを感泣して居る次第であります。
29 4 男 二十三年 23 46（前略）父は再三再四願出て、漸く皇恩に接しました。
30 4 男 四十四年 44 219
（前略）全く永い永い七年間、放浪の苦悶より脱して、
是に蘇ったような心地がしたのであった。














34 4 男 三十三年 33 50
（前略）慰廢園から此病院へ入れられて、初めて全くの
安心をしたのでした。



























40 4 男 四十二年 42 62
私共の心にも、何の望む處もない。只一日も早く終り
たいと、思ふのみである。






















45 4 男 三十四年 34 161
（前略）これも前世の因果でしやう。せめて死ぬ時人の
厄介にならぬやうにと思つてゐるばかりです。（後略）


















49 4 男 六十六年 66 82
(前略)自暴自棄の醉を醒して前非を悔ひ、神佛に懺悔し、
職員方に謝罪して、再び入院を乞ふ者皆それである。
50 4 なし なし 　 18




































































































































69 4 男 二十七年 27 11
（前略）今は當病院に在って甦へりし如く望みて喜び日
毎感謝に活きる事が出來ました。（後略）

























74 4 男 二十八年 28 42
（前略）終りに臨みもつと人格的收容法を乞ふものであ
ります。具體的論證は母を思ふて絶體私は言はぬ。









77 5 女 二十三年 23 10（前略）御手厚き療養看護を受け、何不自由なく暮して居ります。


















































88 4 男 三十一年 31 25
（前略）（別家に嫁いだ母に出した手紙について。後藤補）
委しく確かなる御返事千萬待居り候。










91 4 男 十八年 18 8
（前略）此處を樂天地として此の苦痛なく面白く暮し居
れり。（終）
92 3 男 十八年 18 6
（前略）只管皇御の程感謝し奉り。終日申し居る次第な
り。
93 4 男 十八年 18 8
（前略）父收容せられ吾叉皇恩に＜浴＞すことを得たり、
故に感謝しつゝあり。　　（終）
94 4 男 十七年 17 9
（前略）而し其年三月願出て、慰癈園に、後本院に收容
せられたり。（後略）




96 4 女 十四年 14 10
（前略）本院にては充分なる治療を受け、同年輩の患者
も居り、何等の苦痛なく樂しく暮し居れり。
97 4 男 十一年 11 12（前略）現今何等の苦痛なし。　　（終）
98 4 男 十四年 14 7
（前略）六月收容せられたり。果せるかな樂天地にして、
治療を受け樂しく暮し居れり。　　（終）
99 4 女 十五年 15 7（前略）治療の賜なりと感謝し、樂しく暮し居れり。（終）




101 4 男 十七年 17 11
（前略）現今にては何の苦痛なく、樂しく暮しつつあり。
（終）




103 4 女 十六年 16 11（前略）感謝の外何等の辭なし。（終）
104 4 男 十九年 19 9
（前略）後日々手厚き治療を受け、＜平＞穏に暮す事を
得たるを感謝しつゝあり。（終）
105 5 男 十七年 17 12
（前略）現今、手厚き治療等を受け、感謝し居る次第なり。
（終）




①　年齢の平均値が 33、レンジすなわち最大値－最小値が 55、行数の平均値が 60.1、レン
ジが 578 であること、行数のレンジがかなり大きいが、100 行を越える「告白」は 13 名




③　行数が 100 行を越える 13 の告白の内男が 12、女が 1で、年齢は 20 代後半から 40 代で
－ 48 －
あること、そして行数が 30 行に満たない告白の中に、年齢が 10 代の者が 17 名含まれ、




























































































２）この表の、女の総計 4,591 は、全国の患者総数 16,261 人の内の女の総計 4,592 より１人少ない。
３）なお、「患者ノ日常生活關係患者ト周圍健康者トノ關系、他部落住民トノ縁組其ノ他社交
關系」の欄をみると、「周圍健康者トノ交際縁組社交關係ナシ」（①、113）である場合が
多いことがわかる。こうした「關係ナシ」は、例えば「附近及地方永住者ニハ嫌忌サル」
（①、100）、「差別的待遇ヲ存スルノ状況アリ」（①、103）などの差別状態を指すものと考
－ 51 －
えられるから、ハンセン病療養者にとって困難な状態があったろうことには注意しなけれ
ばならない。
４）ゴッフマン，石黒毅訳『アサイラム：施設被収容者の日常生活』，誠信書房，2015，6刷，ⅴ．
Goffman,	E.,	Asylums	 :	Essays	on	 the	Social	Situation	of	Mental	Patients	and	Other	
Inmates ,	1961,	Anchor	Books,	'Introduction'
